
 遺伝子とは、生物の遺伝情報（種、個体、機能）をコードした暗号 

 暗号媒体が、4種類の塩基（Ａ、Ｔ、Ｇ、Ｃ）、リン酸、リボースからなる高分子DNA 

 常温では通常、 AとT、GとCが水素結合（塩基対）して二本鎖構造となっている 

 塩基（Ａ、Ｔ、Ｇ、Ｃ）の並び（配列：シーケンス）が暗号（遺伝情報）となる 

遺伝子とは・・、そして生物の特定とは・・ 

（塩基対） 

大腸菌：3万塩基対 
人 ： 30 億塩基対 

 生物の種が変わっても遺伝子の媒体は化学的には同じDNA 
 化学的には同じDNAだが、生物種ごとに特定の遺伝子（＝特徴的配列）を持つ 
 DNAの特徴的配列を見つけ出すことで生物種の特定が可能 

検体（血液、喀痰・・） 

DNA抽出 

化学的には同じDNA 

 生物種毎の特有のDNA配列の探索 

 検体中の特定生物種の在否検査 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=DNA%E3%82%A4%E3%83%A9%E3%82%B9%E3%83%88&source=images&cd=&cad=rja&docid=PxNNFPW8FdiTYM&tbnid=ZxdaJdWPzhgnpM:&ved=0CAUQjRw&url=http://www.epochtimes.jp/jp/2008/07/print/prt_d22272.html&ei=QtYJUbmGIMLPmAWqkIDwCw&bvm=bv.41642243,d.dGI&psig=AFQjCNFvwCkXn3arZsFoohC3NuMuVldUhA&ust=1359685533224202


PCR法 

ATGGCAATCCAAGCGCAATTTTAA 

TTAAAATTGCGCTTGGATTGCCAT 

ATGGCAATCCAAGCGCAATTTTAA 

TTAAAATTGCGCTTGGATTGCCAT 

ATGGCA 

TTAAAATT 

  
94℃ １本鎖化    →  60℃プライマー吸着 → 72℃伸長二重鎖化  

 DNA増幅技術「PCR」の原理 

プライマー 

プライマー 

酵素伸長反応 

・プライマーDNA 

・DNA原料 

・酵素(ﾎﾟﾘﾒﾗｰｾﾞ) 

PCRチューブ 

30～40ｻｲｸﾙ（1時間）で検査対象遺伝子の一部を100万倍増幅 

PCR装置 電気泳動検出器 

サンプル中に検査対象
遺伝子が存在したら・・ 

通常、PCRで増えたかどうかは、電気泳動検出器で検査 

・装置/熟練技術が必要 
・手間がかかる 



STH-PAS法 

ATGGCAATCCAAGCGCAATTTTAA 

TTAAAATTGCGCTTGGATTGCCAT 

ATGGCAATCCAAGCGCAATTTTAA 

TTAAAATTGCGCTTGGATTGCCAT 

ATGGCA 

TTAAAATT 

  
94℃ １本鎖化    →  60℃プライマー吸着 → 72℃伸長二重鎖化  

 DNA増幅技術「PCR」の原理 

タグDNA 酵素伸長反応 

・プライマーDNA 

・DNA原料 

・酵素(ﾎﾟﾘﾒﾗｰｾﾞ) 

PCRチューブ 

検査対象遺伝子の一部を、色素吸着剤と目印（ﾀｸﾞ）付で、100万倍増幅 

PCR装置 

PCRで増えたかどうかは、目印DNAを捕捉するDNAを印
刷したクロマト紙（PAS）で検出 

色素吸着材 

・装置/熟練が不要 
・手間がかからず 
・感度が高い 

目視判定 

・PASは各種検査に 
共通使用可能 

サンプル中に検査対象
遺伝子が存在したら・・ 
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